
様式 3 施工状況把握チェックシー ト

【施 工 状 況 把 握 チ ェ ッ ク シ ー ン ク リ ー 打 込 時 )み

事務所名 工事名 工 区

構造物名 部位 リフ ト

受注者 確認者

配 合 確認日時

lT込み開始時亥 予定 |    1実 績 打込み開始時気温 天候

lT込み終了時刻 予定 |    1実 績 打込み量 lm3) リフト高価)

施エ

段階
チェック項 目 メ モ 記 述 確認

準備

重搬装置・打込み設備は汚れていないか。

型枠面は湿らせているか。

型枠内部に、木屑や結東線等の異物はないか。

いぶり内に結東線はないか。

瞑化 したコンクリー トの表面のレイタンス等は取 り除き、ぬらしているか。

コンクリー ト打込み作業人員
(※)に

余裕を持たせているか。

予備のバイブレータを準備 しているか。

発電機の トラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

運搬 練 り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか。

打込み

ホンフヤ 自己官 円 向 の潤 滑性 を確 保 す るた め、元 送 リモル タル の l■送 等 の処 置 を
簡 lィ 1ハ スカ、

鉄筋や型枠は乱れていないか。

黄移動が不要となる適切な位置に、コンクリー トを垂直に降ろしているか。

コンクリー トは、打込みが完了するまで連続 して打ち込んでいるか。

コンクリー トの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

一層の高さは、50cm以下としているか。

2層以上に分けて打ち込む場合は、上層のコンクリー トの打込みは、下層のコン
クリー トが固まり始める前に行つているか。

ポンプ配管等の吐出日から打込み面までの高さは、1.5m以 下としているか。

表面にブ リーデ ィング水がある場合には、これを取 り除いてか らコンク リー ト
を打ち込んでいるか。

締固め

バイブレータを下層のコンクリー トに10cm程度挿入 しているか。

バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は50cm以下としているか。

バイブ レータの振動時間は5～ 15秒 としているか。

確固め作業中に、バイブレータを鉄筋等に接触させていないか。

バイブレータでコンクリー トを横移動させていないか。

バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

養生

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シー トなどで日よけや風よ
けを設けているか。

コンクリー トの露出面を湿潤状態に保つているか。

皇潤状態を保つ期間は適切であるか。

翌伴 お よ い又 休 上 の 以 /1・ しは 、 コ ン グ ツー トが 必 晏 な 雲 反 に 達 した 彼 じめ る
ら、

要改善
事項等

コンクリー トの打込み 。締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わら
ない者 (監理・主任技術者やポンプ車運転手等)を除いた人員

様式3-1

※コンクリー ト打込み作業人員



事務所名 00■1本建築事務講 工事名 県道●○線 進諮改良I事 工 区 1

構造物名 ○○機 Al橋台 部位 たて壁 リフト 2

受注者 00建設 (株 ) 確認者 主任監督員 0000

配含 27-8‐20BB 確認日時 2012/10/H(木 )730～ 1330

lT込み開始時亥 予定 1 8ЮO I実績 1 8:10 打込み開始時気温 22.0'℃ 天候 曇のち晴

lT込み終了時刻 予定 1 1200 1実績 1 1220 打込み量 03) 80  1 哩グ病ω

工
階

施
段 チェック項目 メ モ ♂尋述 確認

準備

こ搬装置・打込み設備は汚れていないか。 藤 ○

里枠面は湿 らせているか。 蜃 〇

里枠内部に、木層や結東線等の異物はないか。 ※ 1

かぶ り内に結東線はないか。 輻
○

更化 したコンクリー トの表面のレイタンス等は取 り除き、ぬらしているか。 ○

コンクリー ト打込み作業人員
(※)に

余裕を持たせているか。 8人 ○

予備のバイブレータを準備 しているか。
機 震 4言

予 債 1台
1史層 4F
子 機 1を ○

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。 ○

運搬 東り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか。 50～ 60分 ○

打込み

下ンプや曹d管内面の潤滑性を確保するため、先送 リモルタルの圧送等の処置を
意しているか.

○

決筋や型枠は乱れていないか。 ○

黄移動が不要 となる適切な位置に、コンクリー トを垂直に降ろしているか。 ○

コンクリー トは、打込みが完了するまで連続 して打ち込んでいるか。 ○

コンクリー トの表面が水平になるように打ち込んでいるか。 ○

一層の高さは、50cm以下としているか。 50cIIIX6層 50cm ○

2層 以上に分けて打ち込む場合は、上層のコンクリー トの打込みは、下層のコン
クリー トが固まり始める前に行っているか。

○

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さは、1.5m以 下としているか。
糸ヽ2m‐ヽ

lm rl―ド )(2

表面にブ リーディング水がある場合には、これを取 り除いてからコンクリー ト
を打ち込んでいるか。 O

締固め

バイブレータを下層のコンクリー トに10cm程度挿入 しているか。
50cL6∝m
AT鸞野it,一 ,・

○

バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は50cm以下としているか。
聖枠 に5晰
問稿

｀
〔テ‐

'｀

〇

バイブレータの振動時間は5～ 15秒 としているか。 目安S移 6看

'ヽ

‐10誓少 ○

鯖固め作業中に、バイブレータを鉄筋等に接触 させていないか。 O

イヾブレータでコンクリー トを横移動させていないか。 ○

ベイブレータは、穴が残 らないように徐々に引き抜いているか。 ○

養生

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シー トなどで日よけや風よ
けを設けているか。 ○

コンクリー トの露出面を湿潤状態に保つているか。
数 国 養 生

轟 Iス・決 第 O

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。 10日 間 10F聞以上
一〇

翌伴 お よ ひ又 休 上 の収 外 しlI、 コ ン グ ツー トか 必 要 な猥 度 に達 した 後 で あ る
か 50N/mm2 到耐 彦:二 0

善
等

改
項

要
事

※1 型枠内部に結束線 (3本)が落ちていたため,打込み前に取 り除かせた。
※2 排出口か ら打込み lliま での高 さが,調 らかに1.5mを 壊えていたため, 日頭で注意 し′たところ、是正 され
た。
上記/1,/2に ついての是:=を確認するため,次国II込み時も施工状況把握 を行 うことを工事打合せ簿にて
i麗 衛する_

H28.4荒反様式4 施工状況把握チェックシート記載例

【施 工 状 況 把 握 チ ェ ッ ク シ ー ト

※コンクリー ト打込み作業人員 ・・・ コンクリー トの打込み 。締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わら
ない者 (監理・主任技術者やポンプ車運転手等)を除いた人員

様式 4-1

時 )み込打
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